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叩
解

離
解

　パルプの叩解度合と物理的性質の関係を調べるために、PFI ミ
ルは高い再現性を持つ叩解機です。本機は基本的実験用叩解機と
して紙葉調製の準備段階で広く使用されています。その叩解原理
は、一定周速差で同方向に回転するステンレス製のロールと円筒
形のミルハウスとの間で回流するパルプに一定荷重を与えること
により、剪断、圧縮等の機械的作用をかけて、繊維相互間の摩擦力
により叩解を行うものです。
　回転回数はカウンタにより読み取ります。叩解の進み具合は濾水
度測定機で評価します。　

材 　 　 質
周 速 差
叩 解 圧
叩 解 間 隙
モ ー タ
参 考 規 格
電 　 　 源
エ ア ー 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

SUS-316 ステンレス鋼　
6.0m/s　
3.33N/1mm　（1.8kg/cm2、3.4kg/cm2）
0 ～ 10mm、最小 0.1mm目盛　　
3相 200/220V 1kW　0.4kW　各１台
JIS P-8221-2-98, TAPPI T248cm-00, ISO 5264/2-1979
3 相 200/220V 50/60Hz 10A
0.5MPa
880×600×1490mm　
330kg

材 　 　 質
周 速 差
叩 解 圧
叩 解 間 隙
モ ー タ
参 考 規 格
電 　 　 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

SUS-316 ステンレス鋼　
6.0m/s　
3.33N/1mm（1.8kg/cm2、3.4kg/cm2）
0 ～ 10mm、最小 0.1mm目盛　　
3相 200/220V 1kW　0.4kW　各１台
JIS P-8221-2-98, TAPPI T248cm-00, ISO 5264/2-1979
3 相 200/220V 50/60Hz 10A
420×720×890mm　
320kg

　本機は標準型と同様に、高い再現性を持つ叩解機です。ロール
の昇降は押ボタンスイッチによる簡単な操作で、叩解圧の加圧、解
除もモータの回転と連動して自動で行います。叩解時間はロール
の回転回数で予め設定し、設定回数に達すると自動的に停止しま
す。一連の操作を自動化して作業者の負担を軽減し、高い作業効率
を実現した機種です。

<特長 >
1.  低濃度 3％より高濃度 25％まで広範囲に使用できる
2.  他の叩解機に比べ、短時間で処理できる（2 ～ 5 分）
3.  再現性が非常に高い
4.  叩解時間に対して、フリーネスの低下が直線的に下るので管理
しやすい

5.  試料の取り出し、清掃が容易である

　チェストは一般に試料の貯蔵及び混合の目的に使用され、一連
の抄紙工程の中での量的調節及び PH など質的な調整を行うこと
が出来ます。

タ ン ク 容 量
タ ン ク 材 質
撹拌用モートル
配 管 口
電 　 　 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

300l　
SUS-304　
3 相 200/220V 0.2kW
2 インチ
3相 200/220V 50/60Hz 5A
1000×850×950mm　
80kg

容 　 　 量
主軸回転数
恒 温 槽
モ ー タ
ヒ ー タ
電 　 　 源
参 考 規 格
外 形 寸 法
重 　 　 量

2L　
3,000rpm 変速の場合 775 ～ 3,000rpm（オプション）
常温～ 85℃　温度調節器付　
３相 200/220V 50/60Hz 0.4kW　
３相 200/220V 2kW　　
3相 200/220V　50/60Hz 15A
JIS P8220-3-2020
610×470×640mm　
122kg

容 　 　 量
濃 　 　 度
主軸回転数

容 器 材 質
離 解 時 間
電 　 　 源
外 形 寸 法

重 　 　 量

2L、　5L、　10L　
20％　（新聞古紙実験値）
（無段変速）180 ～ 700rpm（2L）　45 ～ 310rpm（5L）
 40 ～ 220rpm（10L）
SUS-304
タイマー設定式
3相 200/220V 50/60Hz 5A
500×760×690mm（2L）530×825×785mm（5L）
570×900×930mm（10L）
92kg（2L）　167kg（5L）　195kg（10L）

　省資源・省エネルギーの対策として古紙の再利用が盛んに行
われております。古紙は第 1 段階としてパルプ化、脱墨工程が必要
となります。本機は古紙等パルプ原料に薬品を添加した後、加熱、
撹拌、処理し、常圧下で化学的、機械的にパルプ化するもので、繊
維の離解にも用いられます。

　紙パルプ産業において、省資源、省エネルギー時代の低コスト原
料として、古紙はかなりの量が利用されています。新聞紙をはじめ
板紙、上質紙、情報用紙に至るまで殆どの紙原料がリサイクルされ
ています。古紙のパルプ化のポイントは如何に動力を効率よく利用
し、離解するかにあります。本機はこうした問題の研究のため、実験
室段階での古紙利用の技術的、経済的な側面を追求するのに最適
な高濃度離解機です。

No.2510  |  標準型PFIミル No.2525  |  チェスト

No.2526  |  メカノケミカルパルプ装置

No.2528  |  高濃度離解機

No.2511  |  自動式PFIミル


